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者
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と共に生きる 
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Gakken『新・中学保健体育』 

 

がんになった人は、どんな気持ちで治
ち

療
りょう

を受けながら生活しているのでしょうか。また、身近な人が

がんになったとわかったとき、私たちはどう接することができるでしょうか。事例を基に考えてみまし

ょう。 

 

事例① 

●この事例で気が付いたこと、考えたことを書いてみよう。 

 

                               

 

                               

 

                               

 

 

 

事例② 

●この事例で気が付いたこと、考えたことを書いてみよう。 

 

                               

 

                               

 

                               

 

 

 

事例③ 

●この事例で気が付いたこと、考えたことを書いてみよう。 

 

                               

 

                               

 

                               

 

 

親友は、私ががんであること

を知っていますが、以前と変わ

らず楽しい時間を一
いっ

緒
しょ

に過ご

して、患
かん

者
じゃ

であることを忘れさ

せてくれます｡ 

がんの治
ち

療
りょう

を受けながら仕

事を続けています。励
はげ

ましてく

れる人、休んだほうがよいので

はと言う人など、いろいろな人

がいることに気が付きました｡ 

がんであることがわかり、抗
こう

がん剤
ざい

での治
ち

療
りょう

を受けていま

す｡中学生になる自分の子に言

うべきかどうか悩
なや

んでいます｡ 


